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　親愛なるクラブ会長・幹事各位ならびに会員の皆
様、この１年間が充実した時間として共有できます
よう、このマンスリーレタ－をお届け致します。
　人物の成長は心･技･体で決まります。心・技・体
に余力が生じれば、年齢にかかわらず成長すること
ができます。幼少期には身体が目立って成長し、青
年期には技能や精神性が育ってゆき、身体能力は
ピークに達します。壮年期には技能がほぼ頂点に到
り、精神力が充実してゆきます。老年期には、それ
までの人生行路のすべての生活態度や行動の結果
が、その人物の心・技・体つまり心身の健康度や技
の完成度を決定付けます。ロータリークラブの盛衰
も、人物の成長と同様ではないでしょうか！
　人は自身の成長を自覚できるうちは満足し、自信
を持って生きていられます。しかしあなたのクラブ、
あなたの事業、地域社会、家庭は順調に成長の途を
たどってゆけるものでしょうか？
　人は誰しも体力か精神力か経済力の、いずれかの
余力を失うと迷い、悩み、もがくことになります。
そうでなければ、それはぬるま湯に浸かり切って、
｢安住｣しているのです。体力の衰えは健康診断のデー
タでつかむことができます。それは医師の指導で生活
上の危険因子を減らすよう努め、正常に戻すことがで
きます。クラブ会長はまず、クラブの心・技・体の健
康状態をつかむべきです。ロータリークラブは健康で、
社会生活上有意義な活動を求められているからです。
　健康なクラブであれば、奉仕活動、親睦活動、会
員増強活動に成果が現れます。クラブ会長の役割は、

自クラブを成り立たせている基盤の健康状態をつか
み、これを改善し、時には改革という新しい方向を
目指すよう指導力を発揮しなければなりません。奉
仕、親睦、会員増強を担当する委員長に方針を示し
て意見交換の上、改善に手を付けるべきです。
　つまり会長が夢を語り、決意を示して、会員同士が
話し合って、自クラブの理想像を共有し、道筋をつけ
て、クラブ協議会で決議するのです。５年後にどんな
クラブになりたいのか！の目標を立て、年次ごとの段
階計画を立案します。これがクラブ戦略計画です。
　そしてクラブ戦略計画委員会をつくり、継続性を
保ちながら年次ごとの改善を進めるのです。戦略計
画の中に、親睦、奉仕活動、会員増強、クラブ運営、
リーダーシップ養成、ロータリー情報研修などの項
目を整えましょう。
　そして、いよいよ会員増強（会員の定着を含む）
活動に励むことができるのです。親睦活動（会員の
交流、仲間とよく知り合って、同志として絆を深め
る）を盛り上げ、奉仕活動に心を合わせて取り組み
ましょう！　こうして元気なクラブが生まれます。
元気なクラブは元気な会員を育てます。元気な会員
がさらに元気な良いクラブを創ります。会員増強は
親睦活動、奉仕活動を盛り上げて、クラブをさらに
強く元気にします。会員増強はやがて新クラブ（RC
でもRACでも衛星クラブでも）を生み出すことにつ
ながります。会員増強は戦略計画という仕掛けによっ
て、クラブの心・技・体を成長させる入り口となり、
クラブを成長させる大きな原動力となるのです。

「心・技・体 ～会員増強・新クラブ結成推進月間によせて～」
国際ロータリー 第2790地区
�2019−20年度　ガバナー　諸岡　靖彦（成田RC）
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　諸岡靖彦ガバナー年度の地区幹事長を務めさせて
いただきます成田RCの堀口路加です。いよいよ諸
岡ガバナー年度がスタートしました。時代は平成か
ら令和へと代わり、東京オリンピック・パラリンピッ
クへの期待が膨らむ中、国際情勢は自国第一主義ゆ
えに国益がぶつかり合い、貿易摩擦を生み、格差を
拡大させ、紛争と貧困が大きな課題となっています。
国内でもその影響は身近にあることを実感します。
　マローニー会長がテーマに掲げた「ROTARY 
CONNECTS THE WORLD」はこうした時代背
景にマッチしたテーマだと考えます。数年来の国際
ロータリーのテーマを並べてみると、ロータリーが
国際社会や地域において、奉仕を実践しその活動状
況を発信し、活動の輪を広げ、世界の平和に向けた
大きな影響力を持つ団体であり続けようとしている
のだと考えます。
　諸岡ガバナーは、ガバナーノミニー・デジグネー
トからの３年余りの間、地区とロータリーについて
深く観察し、熟考し、そしてこれからのロータリー
のあり方に新風を吹き込み、行く先を指し示すには
何が必要かを探ってこられたように思います。地区
スローガンの「ロータリーから千葉を元気に」に
も、東西南北に広がる千葉県全体を見渡した諸岡ガ
バナーの思いが込められています。
　地区幹事長として地区の運営に携わるにはいささ
かロータリー経験、力量ともに足りないことを自覚
の上で、多くの人の力や経験に助けていただきなが
ら、この１年間の任を務めたく存じます。
　既に地区チーム研修セミナー、１日半の会長エレ
クト研修セミナー、地区研修・協議会を終えること
ができました。準備や運営は簡単ではありませんで
したが、ガバナーエレクト事務所や成田ロータリー

クラブ会員全員の経験と力で乗り越えることができ
ました。
　１月の国際協議会でのRI会長の方針を諸岡ガバ
ナーが持ち帰り、熟考を重ねた地区運営方針とすり
合わせ、三大セミナーを通して、地区チーム、会長
エレクト、各クラブの役員に１年間のテーマと方向
性が伝えられていく様子を見ながら、会員一人一人
までその思いが届くことは決して簡単ではないこと
を実感していますが、三大セミナーに参加したロー
タリアンの思いが、それぞれのクラブでクラブを元
気にすることに向き、クラブの現状と課題を把握し
て戦略計画へとつながっていくことを願います。
　７月下旬から11月にかけて全52回にわたってガ
バナー公式訪問が予定されています。日程調整にあ
たっては各グループのガバナー補佐の皆様にクラブ
との調整をしていただきました。実りのある公式訪
問になることを願います。
　10月にはゴルフ倶楽部成田ハイツリーを会場に
地区大会記念ゴルフ大会が予定されています。国内
旅行航空券とホテル宿泊券をはじめとする豪華商品
を用意し、成田ロータリークラブを挙げて皆さんの
参加をお待ちしています。
　そして年が明けると２月にはいよいよ地区大会。
まだ先だと思っているうちに、あっという間に来て
しまうのかもしれません。
　この他にも各委員会の行事やセミナー、情報研
修会やIM、そしてガバナー月信の毎月の編集発行、
ホノルルでの国際大会など、毎月盛りだくさんの行
事が行われていくわけですが、それらが滞りなく進
んでいくようにお手伝いすることができればと考え
ています。１年間どうぞよろしくお願い致します。

地区幹事長就任にあたって

国際ロータリー 第2790地区
2019−20年度　地区幹事長　堀口　路

る
加
か

（成田RC）
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　諸岡靖彦ガバナー年度が始まりました。諸岡ガバ
ナーの豊富なロータリー経験に基づき周到に準備
された2019－20年度は、既に成功が約束された年
度と言い得るでありましょう。１つの組織である
RID2790が、過去に運営されてきた実績を単純に
トレースするだけでよろしいのであれば、既に諸岡
ガバナーはその役目をほぼ成就されたと言って良い
でしょう。
　諸岡ガバナー年度にさらなる可能性を付加するの
であるならば、「ロータリーから千葉を元気に」諸岡
ガバナーが掲げる地区スローガンの通り、ロータリー
が１つの独立した組織を超えて、地域社会にその影
響をどこまで波及することができるのか。これまで
の地区運営の範疇を超え、ロータリーがロータリー
の持つポテンシャルを遺憾なく発揮し、その存在感
を示すさらなる一歩を踏み出すことができたならば、
諸岡ガバナーの本意が成就するのでありましょう。
　実際、ガバナーの任務の成否は、ガバナーエレク
トの１年間によって決定すると言って良いと思いま
す。地区組織をどう構成し、どのロータリアンに対
して地区チームを委ねるか。RI会長のテーマを受
け自らの目指す方針をどう定め、その実行のために
どのような予算措置を講じるか。三大セミナーを通
じて、それらの方針をクラブ会長・クラブ役員・地
区チームとどう共有するか。これらのことはガバ
ナーを務める人間のロータリー観と不可分であり、
そのロータリー観は個人としてのロータリー経験と
知識によって培われるものであります。
　その点、諸岡ガバナーは豊富なロータリー経験と
知識に基づく確固たるロータリー観を備えられ、加
えて誠実なお人柄と相まって周到に準備を重ねられ
ました。2019－20年度が、既に成功が約束された

と確信するゆえんであります。
　他方、私がガバナーを経験して改めて感じたこと
は、ロータリーを構成するロータリアンのポテン
シャルの高さであります。どのクラブを訪問しても、
常にその地域や職域を代表する方々が数多くいらっ
しゃる。人口減少社会という厳しい時代の中にあっ
ても、果敢に社会のニーズに対応して、必要とされ
る企業を経営される方々。一企業の範疇を超え、地
域社会や職域団体において指導的役割を担われてい
る方々。時代の変化に対応する嗅覚と行動力を備
えるのみならず、多くの人望を得るだけの誠実な人
間性を備えられた方々によって構成される、ロータ
リーとはそんな組織であることを再認識した次第で
あります。
　これらのロータリアンが、いま一度地域社会を元
気にするという意識を共有することができたなら
ば、ロータリーは１つの組織という存在を超え、社
会に対してさらなる有益な結果をもたらし、さらな
る存在感を示すことができるでありましょう。
　確かなロータリー観に基づき、周到な準備を重ね
られた諸岡ガバナーでございます。しかし諸岡ガバ
ナーの目指すところは、ロータリーがそのポテン
シャルを遺憾なく発揮し、地域社会に活力をもたら
す、さらなる高みであります。
　私たちロータリアンは諸岡ガバナーの志を共有
し、「ロータリーから千葉を元気に」するための一
歩を踏み出す。2019－20年度がそんな一年となる
ことを期待しつつ、私自身も研修サブリーダーとし
て微力を尽くします。ただ今は、そんなことを考え
ているところでございます。

ロータリーの持つ可能性

国際ロータリー第2790地区
研修サブリーダー
パストガバナー　寺嶋　哲生（柏RC）
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　地区委員会の役割は、クラブがロータリーの目的
を推進するために存在し、各クラブへの実践支援を
するとの考えを基本に活動させていただきます。
　2019−20年度管理運営統括委員会は、諸岡正徳
委員長はじめとする４名の委員による「会員増強・
維持拡大委員会」、森島弘道委員長はじめ５名の委
員によります「フェローシップ・親睦活動委員会」、
大塚義仁委員長はじめ３名の委員によります「広報・
公共イメージ向上委員会」の３委員会で構成されて
います。
　これら３委員会はいずれも元気なクラブを目指し
て、会員増強・維持拡大につなげるために、クラブ
のお役に立つことを目的として連携し活動してまい
ります。
　マローニー会長は会員増強のアプローチにおいて
は、組織立った戦略的・革新的な方策が必要と述べ
ています。2016年の規定審議会で、スタンダード
からオプショナルへ柔軟性が導入され、「ロータリー
の審議会」は会員増強するために効果的な方法を自
由に決定できるように承認致しました。
　また、かつてRI定款に規定された会員資格の６
つの基準が廃止され、簡潔な要件となりました。も
ちろん誰でも良いということではありませんが、善
良さ・高潔さ・リーダーシップを持って示し、事業、
専門職務、職業および地域社会で良い評判を受けて
おり、地域社会または世界において奉仕する意欲の
ある成人であれば、会員になることが可能となりま
した。
　第2790地区諸岡靖彦ガバナーは、地区3,000人、
女性会員300人、30会員未満のクラブの基盤強化、
ローターアクトクラブを含み３クラブの新設を地区
継続目標としました。特に今年度は会員数の純増１
名以上、女性会員、若手職業人の増強を求められて
います。
　今日、とりわけ家族との時間を大切にする若い職
業人や女性にとって、ロータリーをより身近で手が

届くような存在にすることを必要としています。そ
のために広報・公共イメージ向上委員会では各クラ
ブのＷebサイトやSNSの充実を図り、ロータリー
のイメージ向上・ブランド化に努めてまいります。
　特に2020年開催のオリンピック・パラリンピッ
クでは、ロータリーを広める絶好の機会と捉え活動
してまいります。また、ロータリアンの退会防止・
維持拡大のために、フェローシップ・親睦活動委員
会には会員同士・地域社会の人々と趣味を生かした
同好会（野球リーグ、二輪走友会、女性交流会、ス
リランカクラブなど）があります。今後も各クラブ・
グループの枠にとらわれない活動をしてまいります。
　さらに、今年度はロータリーの基盤であるクラブ
を元気にするために、具体的な支援体制の窓口であ
る「クラブ活性化支援チーム」を設置します。日
本のロータリーも2020年には100周年を迎えます。
第2790地区の各クラブもそれぞれ歴史を積み重ね
てきた中で、ここで一度立ち止まって運営方法や組
織の在り方などを考えてみることも大切です。
　2016年・2019年の規定審議会で、いくつかの制
定案が採決・改正されました。例会回数をはじめ多
様なクラブができ、今までのような画一的なクラブ
運営でなく、特長あるクラブづくりが求められるよ
うになりました。各クラブがどのようなクラブにし
ていくのかをよく検討し、クラブの奉仕活動に地域
の人々が参加したい、クラブに入会したいという魅
力的なクラブづくりをすることが、会員増強の基本
になるかと思います。
　この「クラブ活性化支援チーム」では、ロータリー
の目的をより効果的に推進し、元気なクラブづくり
を目指すために皆様からご相談を受け付けてまいり
ます。
　ロータリアン一人一人がロータリーの魅力の再現
に力を注ぎ、その中から会員増強・維持拡大の成果
を生み出し、ロータリーから千葉を元気にしてまい
りますので、よろしくお願いします。

管理運営統括委員長就任にあたって

国際ロータリー第2790地区
管理運営統括委員会
統括委員長 　堀内　正一（木更津RC）
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RLI推進委員会　
委員長

山下　清俊（市川東RC）

ロータリー研修委員会　
副委員長

中村　俊人（柏東RC）

理念研究委員会　
委員長

海寶　勘一（千葉西RC）

　RLIでは、ロータリークラブの潜在的なリーダー
のためのリーダーシップ開発プログラムを実施して
います。このプログラムでは、全18テーマについて、
パートⅠ～Ⅲとスパイラルアップしながら進めて行
く中で、参加者同士が語り合います。ここで心の交
流があり、信頼感が醸成されていき、気付けば自然と

　今年度のロータリー研修委員会は、諸岡靖彦ガバ
ナーの掲げられたスローガン「ロータリーから千葉
を元気に」するために、まず「元気なクラブを創
る」。このために関口徳雄研修リーダーの統括の下、
寺嶋ロータリー研修委員長はじめ研修委員会一丸と
なり、理念研修委員会およびRLI推進委員会との連
携を図りながら取り組んでまいります。

さまざまな知識や情報も得られるようになります。
　その結果、参加者一人一人のモチベーションが高
まり、ひいてはクラブを元気にすることが期待でき
ます。まずは参加してその「語り合う愉しさ」を知っ
ていただきたいと考えます。
　当地区でもすでに300名を超す方々が参加し、多方
面でご活躍されていますが、さらに多くの方々にRLI
に参加していただくことで、クラブの活性化につなげ
ていただきたいと考えます。特にまだ参加者がいない
クラブ、もしくは少ないクラブの皆様、今年度はRLI
通信という情報発信をしてまいりますので、ご高覧い
ただき、ぜひともRLIへの参加をご検討ください。

　地区内各グループにおける情報研修会に対しまし
ては、地区委員会としての助言と協力を行いますが、
その協力をさせていただく上では、各グループのガ
バナー補佐の皆様が中心となっての開催でございま
すので、委員会としてご協力しながら密に打ち合わ
せを行い、サポートをさせていただきたいと考えて
います。
　また、研修三委員会の連携も取り合いながら、地
区研修セミナーや、次期の各クラブリーダーとなる
だろう会員の皆様にとって貴重な時間といえるRLI
への参加などを勧め、各クラブの活性化へつなげら
れるためにサポートしていく活動をと考えています
ので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。

委員長就任にあたって

　関口徳雄地区研修リーダーが統括する研修三委員
会が、一致協力体制をもって活動します。理念研究
委員会の活動概念は、理念修学と奉仕活動の実践と
のバランスを基本と考えて、ロータリアンの意識向
上と、クラブを元気にする活性のサポートと心得ま
す。常にロータリー精神の涵養の大切さを共有する
心掛けとして、クラブ内でもごく自然に自己研鑽に

反映できるよう、さまざまな機会や場面を利用して
情報案内を考えます。
　先人が修得した、「ロータリーは人生道場、例会は
修行の場、ロータリーは人づくり」と熱く語ってく
れた感動を拝聴する機会を企画運営します。先人の
秀でた知識や情報に触れることから、感動し感服し、
お人柄に惚れ込み、琴線に触れる感動を享受してい
ただきます。
　加えて、さまざまな機会を捉えてクラブが元気に
なる「クラブビジョン」を策定し、「クラブの戦略計
画」に結び付くアドバイスを心掛けます。会員一人
一人が「ロータリアンたれ」と鼓舞する環境をつくり、
さまざまな奉仕プロジェクトに積極的に参加する意
欲に結び付く、ロータリー理念を親しみ育成したい
と思います。
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会員増強・維持拡大委員会　
委員長

諸岡　正徳（成田RC）

フェローシップ・親睦活動委員会
委員長

森島　弘道（新千葉RC）

広報・公共イメージ向上委員会
委員長

大塚　義仁（浦安RC）

　この度2019−20年度会員増強・維持拡大委員長
を拝命しました、成田ロータリークラブ所属の諸岡
正徳と申します。1年間どうぞよろしくお願い致し
ます。
　さて、先般諸岡靖彦ガバナ－から、2019−20年
度に向けた地区運営方針が示されました。地区ロー

タリーを元気にするための目標として、「地区3,000
会員、300女性会員、30会員未満のクラブの基盤
強化、3クラブ新設を目指す」と掲げました。各ク
ラブにおかれましても、具体的な行動計画の立案を
お願いします。
　新しい組織づくりに挑戦しなければ、新しい分野
の会員増強は達成できません。誰もが入会したいと思
う魅力あるクラブ組織を目指してまいりましょう！
　フェロ－シップ・親睦活動委員会、広報・公共イ
メ－ジ向上委員会はもとより、青少年所管の委員会
とも連係し、各クラブの会員増強を支援してまいり
ます。

委員長就任にあたって

　この度、フェローシップ・親睦活動委員会委員長
を拝命致しました、新千葉ロータリークラブの森島
弘道と申します。当委員会は、堀内正一管理統括委
員長の下、角田幸弘委員（成田RC）、野城隆憲委員

（千葉西RC）、萩原博委員（千葉RC）のお力を借り
て運営してまいります。どうぞよろしくお願い致し

　2019－20年度の広報・公共イメージ向上委員会
委員長を拝命致しました、浦安RCの大塚と申しま
す。１年間よろしくお願い致します。
　本年度の地区スローガンは「ロータリーから千葉
を元気に」です。当委員会では地区スローガンを受
け、より一層活性化した各クラブの元気な活動を、

ます。
　諸岡靖彦ガバナーの方針は、ロータリーの原点で
ある親睦の在り方を明確に示して、親睦の奉仕活動
に加わる意義を改めて考え、そして地区内の各フェ
ローシップ活動を推奨し、交流の促進、会員の維持
につなげることと伺っております。
　今後、諸岡ガバナー年度において、適切な手続きを
踏み、フェローシップ・親睦活動委員会の支援の在り
方を確認し、地区内のすばらしい親睦活動を支援し、
その実践を多くの皆様にご報告できるよう役割を果た
していきたいと考えているところでございます。１年
間ご指導・ご支援のほど、よろしくお願い致します。

他クラブはもちろん、ロータリアン以外の方など多く
の人に効率的に発信するお手伝いと、イベント等の企
画や情報提供に注力していきたいと考えております。
　上半期は情報発信の準備として、各クラブのホー
ムページ開設や更新の支援、SNSの活用提案を行い
ます。
　下半期は日本中がオリパラ気運の高まるタイミン
グです。キャンプ地や競技、国など現時点で確定し
ていないことも多くありますが、各クラブと情報共
有し、来るオリンピックを第2790地区として楽し
みたいと思いますので、会員皆様全員のご支援・ご
協力をよろしくお願い致します。
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コーディネーターニュース
　2019年7月から、第2地域ロータリーコーディネーターを担当することになりましたRID2750、2015−16年度
ガバナーの水野功です。どうぞよろしくお願い致します。最初に第2地域のコーディネーター補佐3名の方をご紹
介致します。

剱田廣喜氏（RID2630　2016-17年度ガバナー、ニックネームKEN）
神野重行氏（RID2760　2017-18年度ガバナー、ニックネームSHIGE）
松坂順一氏（RID2580　2018-19年度ガバナー、ニックネームJUN）の3名の方々です。

　各地区のさまざまなセミナーやグループでのIMなど、会員増強・維持、クラブ基盤の強化など、幅広いテーマ
の講師として、できる限りのサポートをさせていただく所存ですので、お気軽にお声掛けをお願い致します。また、
各地区での新クラブや衛星クラブの拡大、ローターアクトの活躍などの情報を共有させていただきたく存じます。
日本事務局とも十分に連携して、これらの情報発信を強化したいと思います。
　いささか旧聞になりますが、3月の地域リーダー研修では、マローニー会長から「共につながり、共に成長しよ
う」との力強いメッセージが出され、同時に地区会員増強委員長宛てにと、「GROW」と書かれたブルーのバッ
ジを手渡され、各地区のガバナーと地区会員増強委員長にお届けしました。セミナーではぜひ、ご着用いただき
たくお願い致します。
　さて、8月は会員増強・新クラブ結成推進月間です。時代に合ったクラブの拡大は、各地区の会員増強にとって
大変実効性の高いものと考えます。2016年の規定審議会において、クラブの自由裁量権の拡大や柔軟性が認めら
れましたが、多くの既存のクラブにとって、永年の慣行を変えるには多大な労力が必要であり、コンセンサスを
得るのが難しいことが多いように感じています。例会時間や昼食の選択性など、若い世代が入会しやすいクラブ
が必要と感じています。
　クラブ拡大は、各地区の戦略計画に沿って、ガバナー、エレクト、ノミニーが連携して、計画を立てる必要が
あります。単年度では難しいと考えます。マローニー会長は、既存のクラブが存在する地域にあっても、時代に合っ
た新クラブの創設が必要であると強調されています。ぜひ、クラブ拡大や衛星クラブの創設を考慮いただきたい
と思います。
　また、「ロータリーの友」2017年11月号に100周年実行委員会が実施したアンケート結果が掲載されましたが、
その中で最も印象的であったのは、各クラブとも会員増強・維持あるいはクラブ運営の問題意識は高いが、どの
クラブもリーダーシップが課題であると指摘されていたことです。2017年8月号に、会員増強の成功例として大
宮西RCの取り組みが掲載されていますが、強力なリーダーシップが会員増強には何より不可欠である具体例が示
されています。各地区・クラブにおかれては、会長、会員増強委員長が強いリーダーシップを発揮され、実り多
き年度となりますことを期待しております。� 第2地域ロータリーコーディネーター　　水野　功

セミナーのご案内
＊会員増強・維持拡大委員会　「会員増強・維持拡大セミナー」
　　開催日：2019年８月31日（土）　14：00点鐘
　　場　所：TKPガーデンシティ千葉（千葉市中央区問屋町１－45カンデオホテルズ千葉内）

＊米山記念奨学委員会　「クラブ米山委員長セミナー」
　　開催日：2019年８月31日（土）　13：30点鐘
　　場　所：三井ガーデンホテル千葉　（千葉市中央区中央１丁目11－１）

＊ロータリー財団統括委員会　「ロータリー財団セミナー」
　　開催日：2019年９月１日（日）　13：00点鐘
　　場　所：TKPガーデンシティ千葉　（千葉市中央区問屋町１－45カンデオホテルズ千葉内）

＊奉仕プロジェクト統括委員会　「奉仕プロジェクト推進セミナー」
　　開催日：2019年９月28日（土）　13：00点鐘
　　場　所：TKPガーデンシティ千葉　（千葉市中央区問屋町１－45カンデオホテルズ千葉内）
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寄付者紹介（敬称略）

新ロータリアン（敬称略）

ロータリー財団寄付
メジャードナー

鳥飼 三津男
（習志野RC）

中村　武弥
（佐倉RC）
弁護士

4月30日入会

村上　清
（佐倉RC）
金属加工業
6月27日入会

鳥飼 三津男
（習志野RC）
16回目

圡屋　亮平
（松戸RC）
26回目

江藤　康子
（富津シティRC）
産業機械製造
5月1日入会

石井　秀明
（佐倉RC）
農家

6月27日入会

門倉　浩光
（佐倉RC）
不動産業
6月6日入会

村田　耕一
（千葉幕張RC）
複合機販売
7月2日入会

齋藤　博昭
（浦安RC）
14回目

海保　太亮
（佐倉RC）
葬祭業

6月9日入会

宮家　広充
（千葉幕張RC）
WEB制作
7月2日入会

家田　真人
（流山中央RC）
金融業　地方行
6月11日入会

西谷　裕子
（千葉幕張RC）
ハウスクリーニング
7月2日入会

関口　徳雄
（浦安RC）
10回目

鵜澤　秀行
（佐倉RC）
和菓子製造業
6月15日入会

菅原　裕輔
（東金RC）
美術工芸
7月2日入会

佐野　忠信
（八千代RC）
6回目

宮野　宗雄
（八千代RC）
7回目

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー�

大里　忠弘
（銚子RC）
3回目

杉山　芳夫
（習志野RC）
7回目

渡邉　敏美
（八千代RC）
3回目

坂部　充洋
（富津中央RC）
屋根工事
6月20日入会

蓮見　英雄
（流山中央RC）
不動産管理
7月2日入会

中山　繁
（千葉南RC）
自動車小売業
6月21日入会

大田　英紀
（柏RC）

エレベータ販売　管理
7月3日入会

塚原　良典
（柏南RC）
料理店（和食）
6月25日入会

金子　研一
（船橋東RC）
不動産管理
7月4日入会

杉山　芳夫
（習志野RC）
5回目

友野　俊政
（柏南RC）
3回目

小寺　眞澄
（成田RC）
6回目

北見　洋司
（君津RC）
2回目

杉山　智基
（八千代RC）
2回目

田上　義明
（浦安RC）
1回目

鎌田　良子
（富津中央RC）

保険
7月4日入会

玉井 百合子
（富津中央RC）
自動車修理
7月4日入会

溝口　次郎
（勝浦RC）
自動車リース
7月5日入会

関　裕仁
（勝浦RC）
郵便事業
7月5日入会

土屋　暁
（勝浦RC）
葬祭業

7月5日入会

内田　祐一
（勝浦RC）
料理店（和食）
7月5日入会

吉野　貴代
（勝浦RC）

エステティックサロン
7月5日入会

米山功労者

�
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グ
ル
ー
プ

クラブ名 出席率
（%）

例
会
数

会員数
2018
7/1

女
性 当月 女

性 増減

第
１
グ
ル
ー
プ

市 川 84.97 4 35 0 42 3 7
市 川 東 100.00 3 42 2 42 2 0
市 川 南 83.00 4 21 2 23 2 2
浦 安 90.80 4 44 1 42 1 △ 2
市川シビック 76.09 4 32 0 33 0 1
浦 安 ベ イ 75.55 3 15 0 15 0 0
平 均 85.07 3.67 31.50 0.83 32.83 1.33 8

第
２
グ
ル
ー
プ

船 橋 88.08 4 30 0 30 0 0
船 橋 西 85.75 4 41 7 39 7 △ 2
鎌 ヶ 谷 81.25 4 32 2 30 2 △ 2
船 橋 東 80.92 4 29 3 29 2 0
船 橋 南 91.67 4 14 1 11 1 △ 3
船 橋 み な と 86.20 4 18 4 18 4 0
平 均 85.65 4.00 27.33 2.83 26.17 2.67 △ 7

第
３
グ
ル
ー
プ

千 葉 84.44 3 85 4 96 3 11
新 千 葉 74.19 3 49 0 55 0 6
千 葉 西 90.35 4 51 4 50 4 △ 1
千 葉 中 央 95.24 3 31 0 27 0 △ 4
千 葉 幕 張 72.97 3 36 3 34 3 △ 2
千 葉 東 76.01 4 28 2 29 2 1
千 葉 若 潮 81.04 2 32 1 30 1 △ 2
平 均 82.03 3.14 44.57 2.00 45.86 1.86 9

第
４
グ
ル
ー
プ

千 葉 南 79.48 4 45 6 47 7 2
市 原 66.95 2 48 3 52 4 4
千 葉 港 80.00 2 24 3 25 4 1
市 原 中 央 77.55 4 50 1 47 1 △ 3
千 葉 北 77.78 4 27 3 29 4 2
千 葉 緑 100.00 2 23 1 21 1 △ 2
平 均 80.29 3.00 36.17 2.83 36.83 3.50 4

第
５
グ
ル
ー
プ

木 更 津 65.55 2 28 4 31 5 3
上 総 60.00 4 15 0 14 0 △ 1
富 津 中 央 69.23 4 33 1 35 2 2
木 更 津 東 78.29 3 47 3 44 5 △ 3
君 津 71.75 3 58 4 57 5 △ 1
袖 ヶ 浦 92.84 4 24 4 24 4 0
富 津 シ テ ィ 85.00 4 15 1 14 1 △ 1
平 均 74.67 3.43 31.43 2.43 31.29 3.14 △ 1

第
６
グ
ル
ー
プ

館 山 82.01 4 46 3 46 4 0
鴨 川 85.16 4 34 5 34 5 0
勝 浦 91.27 3 39 4 41 5 2
千 倉 60.00 3 5 2 4 2 △ 1
鋸 南 88.88 3 14 1 15 2 1
館 山 ベ イ 71.88 4 22 0 24 0 2
平 均 79.87 3.50 26.67 2.50 27.33 3.00 4

第
７
グ
ル
ー
プ

茂 原 78.91 4 62 5 58 4 △ 4
東 金 85.71 4 15 1 19 1 4
大 原 85.80 4 10 1 10 1 0
大 多 喜 83.33 3 7 1 5 1 △ 2
成 田 空 港 南 75.53 3 32 0 31 0 △ 1
茂 原 東 77.04 4 22 1 21 1 △ 1
茂 原 中 央 67.39 4 22 2 20 2 △ 2
大 網 80.00 4 31 1 29 1 △ 2
東 金 ビ ュ ー 67.50 2 20 1 16 1 △ 4
平 均 77.91 3.56 24.56 1.44 23.22 1.33 △ 12

グ
ル
ー
プ

クラブ名 出席率
（%）

例
会
数

会員数
2018
7/1

女
性 当月 女

性 増減
第
８
グ
ル
ー
プ

銚 子 86.08 4 40 3 39 3 △ 1
旭 73.20 4 45 4 43 4 △ 2

八 日 市 場 65.80 3 37 2 38 3 1
銚 子 東 81.21 4 29 2 33 2 4
平 均 76.57 3.75 37.75 2.75 38.25 3.00 2

第
９
グ
ル
ー
プ

佐 原 80.82 3 50 0 48 0 △ 2
多 古 84.29 4 17 0 16 0 △ 1
小 見 川 83.90 4 24 0 27 0 3
佐 原 香 取 89.47 3 24 1 24 1 0
平 均 84.62 3.50 28.75 0.25 28.75 0.25 0

第
10
グ
ル
ー
プ

成 田 69.40 4 72 5 65 4 △ 7
八 街 82.93 4 29 3 30 3 1
印 西 79.65 4 20 1 16 1 △ 4
白 井 63.46 4 14 1 12 1 △ 2
富 里 63.54 3 29 0 30 0 1
成田コスモポリタン 68.69 4 68 0 67 0 △ 1
平 均 71.28 3.83 38.67 1.67 36.67 1.50 △ 12

第
11
グ
ル
ー
プ

柏 68.18 4 65 10 65 10 0
我 孫 子 73.11 4 27 2 31 3 4
柏 西 84.79 3 67 3 64 3 △ 3
柏 東 84.62 4 41 9 41 8 0
柏 南 78.63 3 41 6 41 9 0
平 均 77.87 3.60 48.20 6.00 48.40 6.60 1

第
12
グ
ル
ー
プ

習 志 野 79.30 4 23 2 24 1 1
八 千 代 92.36 4 51 0 52 0 1
佐 倉 68.13 4 31 3 37 3 6
八 千 代 中 央 80.50 3 22 1 23 1 1
四 街 道 79.31 4 26 3 29 4 3
習 志 野 中 央 65.41 3 49 4 47 4 △ 2
佐 倉 中 央 62.31 3 22 6 23 5 1
平 均 75.33 3.57 32.00 2.71 33.57 2.57 11

第
13
グ
ル
ー
プ

松 戸 96.42 4 58 0 60 0 2
松 戸 東 92.90 4 47 0 49 0 2
松 戸 北 85.71 4 40 0 33 0 △ 7
松 戸 中 央 72.95 4 42 7 42 7 0
松 戸 西 90.52 4 29 0 29 0 0
平 均 87.70 4.00 43.20 1.40 42.60 1.40 △ 3

第
14
グ
ル
ー
プ

野 田 89.15 4 52 7 54 6 2
流 山 75.55 3 14 3 14 3 0
野 田 東 77.63 4 21 0 18 0 △ 3
流 山 中 央 83.77 4 23 2 21 2 △ 2
野田セントラル 82.50 4 25 1 25 1 0
平 均 81.72 3.80 27.00 2.60 26.40 2.40 △ 3

 国際ロータリー第2790地区（千葉）出席・会員数報告（2019年6月）

「ロータリーレート」のご案内
　2019年7月1日より、ロータリーの為替レートは各月初日の市場実勢相
場に基づくこととなりました。
　ロータリーレートのご確認につきましては、右記QRコー
ドから「地区HP」をご確認いただきますようお願い申し
上げます。

2018年７月１日 地区会員数　　 2,797人
2019年６月末日 地区会員数　　 2,798人 
2018年７月１日 地区女性会員数 189人 
2019年６月末日 地区女性会員数 202人

当月平均出席率 79.84%
増減 +1
女性会員増減 +13

クラブ数 83RC

7月号「出席・会員数報告（2019年5月）」
訂正のお知らせ

本誌7月号P13出席・会員数報告（2019
年5月）表中、第6グループ館山の出席
率(%)は87.78となります。これに伴い
まして、第6グループ平均出席率(%)は
80.60、当月平均出席率は78.47になり
ます。お詫びと共に訂正いたします。

⬇地区HP
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　2018−19年度国際大会推進委員長の萩原勇作です。皆
様に2018−19年度のドイツ・ハンブルク国際大会、そし
てRID2580との共同開催となったジャパンナイトについ
てご報告させていただきます。
　ロータリー国際大会は１つの街で世界レベルの体験がで
きる、他には類を見ない年度のフィナーレを飾る一大行事
です。今年も世界170カ国から24,000名のロータリアンが
集結し、一生の思い出をつくりながら友情を温めました。
そして日本からは約2,500名のロータリアンが日本全国から
参加し、活動成果を祝い皆で特別なひと時を過ごしました。
　まず国際大会は華やかな開会式で幕を開けます。広大な
コンベンションホールでの開会式では各国の国旗が登場
し、ライブやブレイクダンスなど、さまざまなパフォーマ
ンスが行われます。毎年変わる開会式の演出は国際大会に
何度参加しても色あせることない魅力の一つです。
　そして2018−19年度RI会長バリー・ラシン氏、2019
−20年度マローニー会長をはじめとする基調講演などは、
ロータリーの方向性・目標を同じ空間で共有できる貴重な
場です。開会式や本会議、一部の分科会ではFMラジオを
使用した同時翻訳で、すべてのスピーチを日本語で聞いて
理解することができます。

　開会式翌日からは、
さまざまな講演が用意
されている本会議、多
岐にわたる分科会が用
意されており、ロータ
リーの核心・成果に触
れることができます。
　国際大会の魅力は何
と言っても「規模」と

「親睦」そして「国際性」
です。数万名のロータ
リアンが集まるイベン

トは国際大会だけで、世界中とのつながりを実感すること
ができますし、エンド・オブ・ポリオをはじめとしたロー
タリーの活動成果を感じることもできます。
　また「友愛の家」という交流のできるイベントスペース
には、さまざまなブースが用意されており気軽にロータ
リーに触れることができます。ハンブルクではビールを楽
しんだり、お買い物を楽しんだり、趣味のブースに寄って
みたりと楽しい時間を過ごすことができました。
　そして今年度の国際大会のプロモーションブースもあり
ました。日本にとって馴染みが深く憧れのハワイ・ホノル
ルでの国際大会は、2020年６月６日から10日まで開催さ
れます。きっと今まで以上に盛り上がる国際大会になるこ
とでしょう。
 　国際大会のハイライトはもう１つあります。毎年、開

会式の夜にガバナー主催による千葉ナイトが開催されてい
ますが、今回は地区として初めて他地区（RID2580）と
の共催パーティ「JAPANナイトパーティ」を開催しました。
　「ハンブルクで一生の思い出を」をテーマに盛大に開催
されたジャパンナイトには千葉から70名、合計で215名の
ロータリアンが参加し、在ハンブルク日本国総領事、ハン
ブルク独日協会会長、世界で３名しかいないハンブルク桜
の女王と、ハンブルクを代表する３名の女性もご来賓とし
て華を添えてくださいました。また総領事はロータリーの
元財団奨学生であったということでロータリーのご縁を深
く感じました。

　パーティでは両地区の懇親と友好を深めるために１テー
ブルに両地区のメンバーが着席し、皆が楽しい時間を過ご
しました。
　会場となったフェアモントホテル・ハンブルクは2018
年度北ヨーロッパで１位に輝いた名門ホテルです。素敵な
空間とドイツの旬を感じる最高の料理、そしてロータリー
の友情は皆様の一生の思い出になったに違いありません。
　今回の開催地であるハンブルクには日本から直行便があ
りません。国際大会がきっかけで開催都市ハンブルクの魅
力を知ることができましたが、もう１つの魅力は、大会の
前後で近隣のデスティネーション（旅行地）に足を運ぶこ
とでもあります。私たちは大会前に、デンマークから電車
ごとフェリーに乗って海を渡る「渡り鳥ライン」でドイツ
に入り、北欧とドイツを楽しみました。
　次回の国際大会であるハワイ・ホノルル国際大会ではどの
ような出会いや感動、そして思い出が生まれるでしょうか。
　今年度のテーマ「ロータリーは世界をつなぐ」を感じる
ためにもRID2790の皆様の登録・参加を心からお待ちし
ています。

国際大会で一生の思い出を
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　諸岡靖彦ガバナーエレクト、漆原摂子ガバナーノミニー
をはじめとする多くのご来賓、地区役員、地域の方々、
第６グループの皆様に見守られる中、無事に6月26日に
承認書の伝達式を終えることができました。橋岡久太郎
ガバナー年度中にローターアクトクラブを立ち上げたい
という強い気持ちと、もともとRYLAに参加した若い彼ら
の「何かしたい」という熱い気持ちから始まったこの立
ち上げですが、地区の皆さんのご協力を得て、元気な５
人からのスタートを切ることができました。

　地域の中で何ができ
るのか、ロータリアン
と一緒に何をすべきな
のか、いろいろな意見
や想いを持った5人だ
と確信し、私たちロー
タリアンは彼らの奉仕

　当クラブ所属の2018−19年度国際ロータリー第2790
地区橋岡久太郎ガバナーは、同年度RIのバリー・ラシン
会長より、地区内に２つ以上のローターアクトクラブ新
設をすることを要請されました。
　これを受けて、去る2019年５月25日、当クラブを提
唱クラブとする佐倉中央ローターアクトクラブの創立総
会が開かれ、地区内にまた若い力を生かした奉仕活動団
体が誕生するに至りました。佐倉中央ローターアクトク
ラブは、6月26日にチャーターナイト（認証状伝達式）
を開き、多数のロータリアンにメンバーのお披露目と決
意表明を致しました。チャーターナイトの模様は地域ケー
ブ ル テ レ ビ 局 の
ニュース番組でも
取り上げられ、こ
の点からも佐倉中
央ローターアクト
クラブは華々しい
門出を迎えたとい
えます。
　2018−19年度は、地区内で９年ぶりに３つのローター
アクトクラブが誕生しました（佐倉中央ローターアクト

に対する気持ちを後押
しするとともに、一緒
に 成 長 し 地 域 に 必 要
とされるローターアク
ターとして力を蓄えて
いきたいと考えます。
人口の地域格差のある
この南房総から立ち上がった若い彼らは、多くのパワー
を持っていると思われます。地区の多くのローターアク
ターからもこれから多くの刺激を受けることでしょう。

「井の中の蛙」ではなく、自らの足で自分たちにできるこ
と探しの旅に踏み出すスタートラインに立った彼らに最
大のエールを送り、そして共に成長ラインに乗る鴨川ロー
タリークラブであることをお誓い申し上げます。これか
らの彼らにご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い致しま
す。 

クラブ、千葉マリンローター
アクトクラブ及び鴨川ロー
ターアクトクラブ）。それぞれ
の新クラブがアイデアを出し
合い、連携して地域に根差す
奉仕活動を行ってくれること
を願ってやみません。
　佐倉中央ローターアクトクラブは、大学等の教育機関
を基盤とするものではなく、設立時のメンバーの大半が
20代後半を占めています。ロータリークラブも会員増強
が叫ばれておりますが、さまざまなボランティア活動を
行う若者の団体が多数存在する現代において、地域のロー
ターアクトクラブがクラブの維持発展を継続することは、
困難が付きまとうかもしれません。しかし、地域におい
て影響力を持つ提唱クラブの協力・助言の下で奉仕活動
を行えることが、ローターアクトクラブの強みでありま
すから、これを生かして会員の勧誘とクラブ活動内容の
訴求を行っていただければと思います。
　既に、次年度夏季の活動計画が立ち上がっていると聞
いています。佐倉中央ローターアクトクラブの末永い維
持発展を心からお祈り申し上げます。

鴨川ローターアクトクラブ

佐倉中央ローターアクトクラブ

ローターアクトクラブ結成報告




